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【事業の成果】

【反省点・課題】

【改善の方向性】

①

②

補足

名称

名称

補足

実績値 941 777

回

計画値

回

実績値
単位

計画値

名称

補足

市内保育園、幼稚園などにおいて、保護者向け講演
会を開催する。

幼稚園・保育園等での講演会の開催回数

小中学校での講演会の開催回数
小中学校等において、保護者向け講演会を開催す
る。

講演会への参加人数
幼稚園・保育園、小中学校等での講演会に参加した
保護者の人数 単位 人 人

③
計画値

④

名称

補足

２８年度

16
回

0

17
回

3

事
業
費

適切 有効性： 適切 最終評価確認者： 生涯学習室長　亀山　 隆

目
的

概
要

市内の保育園、幼稚園、小中学校の保護者に対し、家庭教育に関する講演会を開催するとともに、リーフレット及び
パンフレットを作成し配布する。また、学力向上推進計画に基づき、テレビ・ゲーム・情報機器の使用時間短縮など
の働きかけを行う。

市内の保育園、幼稚園、小中学校の保護者に対し、子どもの基本的生活習慣と自己肯定感の確立を軸とした家庭
教育の意識を高めることを目的とする。

２７年度

総コスト 5,362

一般財源 994 968

4,394 平均給与額×③

実績値
単位

計画値

実績値

受益者負担額 0

⑤
事
業
の
評
価

総合判定

基本的生活習慣の確立と自己肯定感の向上に即して６つのテーマで16園で家庭教育出前講座を実施する
ことができた。この実施にあたっては園の抱える課題を講演に反映させたほか、読み聞かせやスマートフォ
ンやゲーム機に対しての取り組みについての周知活動を併せて行った。従来の「子育てマイブック」、「パパ
ママ読んで」、「朝ごはんバランスシート」の多言語対応版を作成、配布した。

Ｂ
まずまず進んだ

小中学校を対象とした家庭学習講座への取り組み事例がなかった。生涯学習計画の施策の柱のひとつに位置付けてお
り、体系的・持続的展開を図っていく必要がある。同時に家庭教育に対して関心の薄い保護者や地域全体での家庭教育
支援への働きかけについて整理する必要がある。

第2次総合計画や生涯学習計画に基づいて長期的なビジョンのもとで、子育てや地域総体で子育てを支援する学びの展
開を図る。

事業目的の妥当性：

前年度からの繰越額

総人件費 4,394

④
事
業
の
計
画
・
実
績

年度計画 年度実績
 ・幼稚園（6園）と保育所（10園）計16回の出前講座を開催
・基本的生活習慣や自己肯定感を高めるリーフレットの作
成配布
・これまで発行したリーフレット類の多言語対応版の作成
（ポルトガル語、英語、スペイン語）

県支出金

再
掲

翌年度への繰越額

その他 受益者負担率 0.0% ⑤　/　⑥
地方債

国庫支出金 所要人員 0.60

人
件
費

総人件費 4,394
事業費 994 968 一般職員人件費

計画額 予算額 決算額

②
目
的
・
概
要

目
的
・
概
要

対象 就学前を中心とした児童の保護者

③
指
標

施策の方向 04:家庭・地域の教育力の向上 項 社会教育費
戦略ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 目 社会教育総務費

施
策
体
系

基本施策の大綱 05:次世代を担う人づくりと歴史文化の振興 財
務
科
目

会計 一般会計
基本施策 01:子どもたちの学びと健全育成 款 教育費

単位

Ｈ28(標準事業)

①
基
本
事
項

計画コード 事業名 部名 教育委員会事務局
19132-1 子育て学習展開事業 室名 生涯学習室


